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　昨年とはうって変わって快晴で、春
めいたそよ風のたなびく中での大会開
催である。
木倉氏、福迫氏は前日の雨にも負けず
に現地でテントを張っての本場のXC
スキーの実地講習も受けて相当に気合
いを入れていたのだが・・・、いかん
せん勢い余ってその夜にバーボンを飲
み過ぎてしまいついには最悪の事態で
福迫氏は当日の試合を欠場してしまっ
た。一体何をしに来たのか？本人が一
番に悩んでいることであろう。その点
木倉氏は我々が着くやいなや、酒臭い
息をまき散らしながらも初レースの早
人に、あーじゃ、こーじゃと抗議をし
ている、スタート2時間前というのに
もう気分がHightに達しているようで
ある。
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。

　わたしは、昨年来たときはガスって
いて全く見えなかった美しい山々、
「烏が山、象山」が素晴らしい雪化粧を
ほどこして「こっちのほうが面白いぞ
～」と呼びかけてくれているようだ。
　今日は山スキーとシールも持参して
きているのでレース中も気分はそちら
にいってしまっていた。

　レース内容は、10ｋｍ走が私、早人、
彰でキクちゃんは 15ｋｍ走に出場で
ある。コースは昨年同様に5ｋｍの周
回。
スタートの号砲が鳴るや否や、フル
スーツに身を来るんだトップ選手がロ
ケットのように飛び出していく、今回
はなんとか5ｋｍでの周回はまぬがれ
たものの、いつ見てもとんでもない速
さである。

2000.03.05 天候＞晴れ/曇り気温＞1度～5度
メンバー＞大塚賢一45才、木倉博37才、福迫順一36才、
　　　　　中垣早人30才、田中彰27才
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今年は昨年よりもしんどくなく昨日の映画の
せいも手伝ってか余裕の笑みがこぼれてい
た。1周回目はキクちゃんと何故か競り合う
ような感じであったが、2周目の途中で昨日
の酒が回ってきたのか付いて来なくなってし
まった。彼は昨日に講習を受けたように逆ハ
の字走法であくせくしているのだが、私はマ
イペースで「我らがクロカン走法」で板を滑
らしていく。観客は「あの歩くスキーの人速
いねぇー」と言っていたが・・・？？。アキ
ラや早人も7～8分遅れで無事にゴール。
　さぁ、本日のメーンイベントの「象山の山スキー」を楽しもうと、ボ
ランティアの方々が作ってくださった豚汁、コーヒー、カレーを空腹
に満たしていざ出陣・・・しかし何やらややこしい雲が立ちこめてき
ているではないか、今の今まで快晴であったのに。「早人、とりあえず

一本だけでも滑ろう」と板を担いで登っていくが、
壺足ではつらいものがあるので私は途中でシー
ルに切り替えて楽々
に登っていく。し
かし視界は上に
行くほど当然悪
く10ｍほどであ
る。雪質は昼間の
太陽に熱せられ
て終始ズブズブの
重雪の腐れ雪であ

る。

　視界が良ければ10分ほどで山頂に着くは
ずが慎重にして30分もかかってしまった。
早人はゲレンデスキーを担いで壺足で膝ま
で埋まりながらの登頂である。午前中はよ
く晴れていたのに・・・ここから見渡す景
色は最高と思って期待を弾ませいたのに残
念である。今見えるのは真っ白の世界であ
る。
　「早人、あまり離れるなよ！、尾根沿いを
滑っていくからなっ、左右の急斜面はこの

腐れ雪ではデブるおそれがあるから気をつけよ。」と言いつつも少し
コースを外れてしまい「ワァァ～、雪崩れたっ～。」と早人、まぁたい
した谷でもないので安心していたが、約10ｍほどデブられていたよう
である。しかしこの重雪は板を回すのが困難きわまる。早人は山ス
キー初心者として非常に満足そうで、今シーズンはワカンを履いて板
引っ張りで氷ノ山に行きたいと意気込んでいた。
　雪が固まっている午前中にこの象山にシュ

プールを刻みた
かったが、また
来年の楽しみ
にしておこ
う。
　 今 日 は 、
「大山スキー
マラソンに乾
杯で象山に乾杯
だ！」

烏が山をバックに

思うように滑れない

壺足登行

競り合う


